
Red Hatラーニングサブスクリプション（RHLS）Standard
クイックスタートガイド

Red Hat®ラーニングサブスクリプションStandardへようこそ。RHLS Standard利用者は、すべてのRed
Hatトレーニングをご自身のペースで1年間アクセスできるほか、以下の機能にもアクセスできます。

● 認定試験受験5種類＋再受験5回。認定試験は、RHLS受講期間中に受験する必要があり
ます。

● 開発中のコースへのアクセス

● エキスパートセミナー - Red Hatのエンジニアによる高解像度のビデオセミナー
● クラウドベースのラボ - Red Hat環境での400時間の実習
● テキストのダウンロード - 1サブスクリプションあたり10冊まで（1日の上限は1冊まで）
● エキスパートチャット -コース教材に関するエキスパートの指導

ログイン
https://rol.redhat.com/rol/app/
からRed Hatユーザー名でログインしてください。

ホームページ

サインインすると、ホームページにはコースの再開、コー　スの進

捗状況の確認、および学習目標の設定のためのダッシュボード

が表示されます。コースを開始するか、ラーニングパスを選択す

ると、ホームページから使用可能になります。学習中のすべての

コースを確認できるため、復習や今後のコースの確認が簡単にで

きます。

https://rol.redhat.com/rol/app/


ホームページには、他にも機能があります。

進捗状況トラッカー：ラボ時間、認定試験、およびテキストのダウンロードのトラッカー

言語：右上の言語を選択すると、プラットフォームのインターフェースがその言語に変わります。選択

した言語での翻訳がある場合には、コースのコンテンツも更新されます。翻訳が存在しないときに

は、コースは英語に設定されます。多くのコースは、さまざまな言語での翻訳が利用できます。それ

ぞれのコースで言語を選択すると、その設定は全体の設定とは別に保存されます。

プロファイル：画面右上角の星印をクリックすると、下記のフィールドに限り、プロファイル情報を更新

できます。名前を更新すると、星印がイニシャルに更新されます。



メニューの概要

このセクションでは、RHLSの各ページについて説明します。

カタログ：ここには、コース、エキスパートセミナー、

認定試験など、RHLSのすべてのトレーニングコンテ
ンツのリストが表示されます。検索バーから、キー

ワードでコンテンツを検索できます。また、検索結

果を配信形式、製品、カテゴリー、言語で絞り込め

るため、トレーニング目標に合った正確なコンテン

ツを簡単に絞り込むことができます。

ラーニングパス： Red Hat認定を獲得するための
ロードマップが表示されます。
各ラーニングパスは、関連する製品または受講者
のスキルごとに異なっています。現在、20以上の
パスがあり、大まかなスキルの習得や、認定獲得
に向けて利用できます。
また、各個人のオリジナルのスキルパスを作成し、
管理することができます。

レポート：ここでは、コースの進捗状況、ラボの使用状況、および認定試験の登録状況を確認できま

す。また、このページからレポートをダウンロードできます。



コミュニティ：このリンクをクリックすると、Red Hatラーニングコミュニティ（RHLC）のページをご参照いた
だけます。これは、技術的スキルの提供、学習、構築、適応のサポートを目的としたオープンでコラ

ボレーティブなラーニングプラットフォームです。メンバーになって、他の学習者やRHLS利用者とつな
がりましょう。ログインすると、ディスカッションへの参加、質問の投稿、バッジのアンロック、ラーニン

グビデオのプレビュー、ベストプラクティスの共有、Red Hat製品のマスターに意欲的な技術者との交
流などが可能になります。Red Hatラーニングコミュニティを活用して、RHLSでの学習を補足し、オープ
ンソース学習を進めましょう。日本人向けのラーニングコミュニティもあります！

Early Access(初期アクセス-開発中のコース)：Red Hatトレーニングは継続的に新しいコンテンツを開
発しています。Early Accessにより、利用者は開発中のコースに、一般公開前にアクセスできます。コ
ンテンツを試用して、フィードバックすることができます。この開発中のコースは、頻繁に変更されま

す。新しいコースは開発されるごとに追加され、全コースが完成すると、一般のコースカタログに移動

されます。

ダッシュボード：ダッシュボードは、コースの進捗状況、ラボの使用状況、試験のステータスに加えて、
学習したトレーニングコンテンツの量と合計時間に関するデータを提供します。これらのレポートをダ
ウンロードすることができ、マネージャーと共有することも可能です。

サポート
● サポートに連絡：RHLSを使用中、ポータルに問題が発生したときには、ポータルの左上の『サ
ポート』をクリックしサポートケースを開きます。
（たとえば、ラボが正常に動作しない、試験が登録できない場合などで問題の内容に関する質
問や演習内容に関する質問ではございません）
すると画面、右側に入力フォームが表示されるのでこちらに状況を入力します。
スタッフがRHLSの管理を技術レベルからサポートします。（日本語対応可能）

http://learn.redhat.com/
https://learn.redhat.com/t5/GLS-Japan-%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E5%90%91%E3%81%91%E5%AD%A6%E7%BF%92%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3/gh-p/board_1


● エキスパートチャット：右下の帽子マークを開く

と、Resource Centerがあります。その中の、Chat
Supportを選択ください。コースの中身について疑問
点がある場合、Standard利用者は1日1回30分まで、
コースのエキスパートとチャットで直接コミュニケー
ションを取ることができます。コース完了に向けた課
題の解決をお助けします。（日本語対応可能です、
ただしAIによる翻訳機能を使用した対応となります）

　 　 　

　



学習の開始

実際のトレーニングと認定試験にアクセスする方法について説明します。

ラーニングパスの登録：Skill Pathsのタブから、自身の学習と認定資格取得のために最適なパスを
選択してください。パスを登録すると、ホームページの「マイラーニングパス」セクションに追加されま

す。

ラーニングパスを展開すると、次のものが表示されます。

● パスを構成するコースと認定試験

● 各コースの詳細、前提条件、対象者

● パス内のコースの完了率

● パス全体の完了率

コースの受講を開始するときには、コースと教材について注意すべきことがいくつかあります。

● テキストのダウンロード：1年間のRHLS受講期間中、合計10回までのテキストをダウンロードで
きます。1日のDLの上限は1冊となります。

● ラボ：各コースにはそれぞれラボ環境が用意されていて、学習にあたって練習教材に取り組

むことができます。コースを開始する前、ラボを起動してください。ラボによっては起動に時間

がかかるため、このようにすると、必要なときにすぐに使用できます。ラボはコース内のLab
Environmentタブから実施できます。

● 受講証明書：各コースには受講証明書があり、コースの75%を完了するとダウンロードできます。
Topページ右上のプロフィール、Achievementsに表示されるCertificationをクリックしてください。そ
こからCredyのページへ移動し、受講バッジを取得できます。



エキスパートセミナーの受講：エキスパートセミナーはRHLS Standardでのみ提供されるオンデマンド
のビデオで、Red Hatコースの追加コンテンツです。5～15分のビデオで、Red Hatコースで紹介されて
いる製品についてのヒント、ベストプラクティス、ユースケースをRed Hatのエキスパートが解説しま
す。

認定試験の登録：認定試験は、カタログのほか、ラーニングパスにも表示されます。認定試験の

ビューボタンをクリックすると、認定試験の詳細が表示されます。

　　

● 登録/SCHEDULEボタンをクリックすると試験スケジューラへのリンクにとび、試験の日時を
選択できます。

リンク：https://rhtapps.redhat.com/individualexamscheduler/
● 認定試験は、RHLS受講期間中に受験する必要があります。RHLS Standardでは、5種類の
認定試験と2種類の再受験が可能です。

ログインしたら、「Red Hat Scheduler」のランディングページに入ります。ここでは、あなたのプロフィール
情報と予定した試験が表示されます。横側のウィンドウ枠を広げると、他のオプションを見ることができ
ます。

　

https://rhtapps.redhat.com/individualexamscheduler/


ID「身分証明書」のアップロード

※IDの確認の為、１日〜３日程、IDの確認結果をお待ちください。

メールにてアップロードしたIDの確認結果報告が届きます。



試験の日程を組む方法

IDがApprovedされたら、試験の日程を組むことができます。ご希望の試験形態を選択します。

（テストセンターまたはリモート試験）受験方法を選択後、試験のバージョンを選択します。

テストセンターをクリックすると、「Locate Center」ページに行きます。既定では、あなたの現在位置に基
づくセンターが表示されます。 

地域を選び、「Schedule Exam」ボタンをクリックすると、試験の日程を組むために利用可能な日時を見る
ことができます。



次のページで、 現在の日付から次の1週間まで、そのセンターで利用できる日付と時間帯を確認するこ
とができます。

別の日を選択すると、その日から次の1週間まで利用できるスロットが現れます。
※グレーアウトされている箇所は、既に予約が埋まっている、予約不可になります

ご希望の日時を選択し、「timeslot（時間帯）」をクリックします。「timeslot」をクリックすると、「RESERVE」ボ
タンのある最終確認のページに移ります。 

※当日連絡可能な電話番号と共にご自身の個人情報を必ず更新し、また、「I　Agree（同意します）」チェック
ボックスにチェックを入れて下さい。 



この時点で「RESERVE」を押して、試験の日付と時間帯を予約することができます。

予約を確認するポップアップが現れます。

また、Red Hat Individual Examination（Red Hat個別試験）の情報のセッションの確認について、メールに
よる通知が送られますので、必ず内容をご確認ください。



予定した試験のスケジュールの変更

Topページより日程変更したい試験を選択することにより、予定した試験のスケジュールの変更を行うこ
とができます。



リモート試験での受験方法
＜動画＞試験準備〜終了までの一連の流れについて説明しております。
https://youtu.be/53tamMX4qnY

認定試験のイメージ動画

https://youtu.be/Me6Y12-sux8

USBブートやシステム要件について
https://learn.redhat.com/t5/Certification-Resources/Getting-Ready-for-your-Red-Hat-Rem
ote-Exam/ba-p/33528

詳細についてはコミュニティーページのGetting Help for the Remote Examをご参考ください。

オンライン試験についてのお問合せ窓口

試験当日の合否についてやトラブル等が発生した場合のお問い合わせ先※英語のみ

https://rhtapps.redhat.com/comments/

リモート試験環境についてのトラブルが発生した場合のお問合せ先（Chat対応）

詳細について

RHLSの詳細については、Red HatラーニングサブスクリプションのFAQをご覧になるか、以下お問
い合わせフォームにご相談ください。

https://forms.gle/SnBZPMk6GD39Vk8d8

https://youtu.be/53tamMX4qnY
https://learn.redhat.com/t5/Certification-Resources/Getting-Ready-for-your-Red-Hat-Remote-Exam/ba-p/33528
https://learn.redhat.com/t5/Certification-Resources/Getting-Ready-for-your-Red-Hat-Remote-Exam/ba-p/33528
https://learn.redhat.com/t5/GLS-Japan-%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E5%90%91%E3%81%91%E5%AD%A6%E7%BF%92%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3/gh-p/board_1
https://rhtapps.redhat.com/comments/
https://www.redhat.com/en/resources/red-hat-learning-subscription-faq
https://forms.gle/SnBZPMk6GD39Vk8d8


Appendix

レッドハットアカウントの登録とアカウントの動作確認について

1）レッドハットアカウントの登録
　・レッドハットアカウントをお持ちでない方は、以下のリンクよりアカウントの登録を

お願い致します。
　　
https://access.redhat.com/ja/articles/customer-service-accounts?extIdCarryOver=true&sc_cid=701f2000001OH
6fAAG#createlogin

　　上記のドキュメントをご参照ください。
　　お名前は、ローマ字での作成をお願い致します。（漢字、カナ、特殊記号はNG）
　　
　・既にレッドハットアカウントをお持ちの方
　　登録のお名前が漢字表記の場合は、ローマ字へ変更をお願い致します、

（漢字、カナ、特殊記号はNG）
　　レッドハットのアカウントの詳細(www.redhat.comにログイン)より変更が可能です。
 
2）レッドハットアカウントの動作確認
　　以下のレッドハット学習管理システムにログインし自身のメニュー画面をご参照ください。
　　Webページが参照できれば、レッドハットアカウントの登録は完了です。
　　https://training-lms.redhat.com/sso/saml/auth/redhat

3）レッドハットアカウントとパスワードの保管
　　ログイン頂いたレッドハットアカウントでのアカウント、パスワードは
　　RHLSにログインする際に使用しますので自身にて保管をお願いします。

https://access.redhat.com/ja/articles/customer-service-accounts?extIdCarryOver=true&sc_cid=701f2000001OH6fAAG#createlogin
https://access.redhat.com/ja/articles/customer-service-accounts?extIdCarryOver=true&sc_cid=701f2000001OH6fAAG#createlogin
http://www.redhat.com
https://training-lms.redhat.com/sso/saml/auth/redhat

